
秘
境
で
紅
葉
狩
り
を

愛
岐
ト
ン
ネ
ル
群
あ
す
か
ら
公
開

多
治
見
市
と
愛
知
県
春

日
井
市
の
県
境
に
残
る
旧

国

鉄

中

央

線

廃

線

跡

の

「愛
岐
ト
ン
ネ
ル
群
」
が

二
十
二
～
二
十
七
日
に
特

別
公
開
さ
れ
る
。
赤
レ
ン

ガ
の
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、
秘

境
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
る

人
気
ス
ポ

ツ
ト
だ
。

周
辺
の
遊
歩
道
化
を
進

め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
愛
岐

ト
ン
ネ
ル
群
保
存
再
生
委

員
会
」

（
春
日
井
市
）
が

主
催
し
、
二
〇
〇
八
年
か

ら
春
と
秋
の
年
二
回
限
定

で
公
開
し
て
い
る
。
昨
秋

の
来
場
者
は

一
万
五
千
人

を
超
え
た
。

期
間
中
は
四
つ
の
ト
ン

ネ
ル
が
あ
る
春
日
井
市
側

の

一
・
七

ロ
キ
を
自
由
散
策

で
き
、
連
日
、
プ

ロ
や
ア

マ
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
に
よ

る

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

同
委
に
よ
る
と
、
ち

ょ
う

ど
紅
葉
も
見
ご
ろ
を
迎
え

そ
う
だ
と
い
う
。

「
記
念
品
が
欲
し
い
」

と
い
う
来
場
者
か
ら
の
要

望
に
応
え
、
今
回
は
陶
製

の
茶
器

「
汽
車
土
瓶
」
を

復
刻
。
丸
型

（
三
百

二
十

ｃｃ
）
と
角
型

（
三
百
六
十

ｃｃ
）
で
そ
れ
ぞ
れ
三
色
を

作
り
、
Ｓ
Ｌ
や
レ
ン
ガ
の

デ
ザ
イ
ン
を
施
し
た
。

一

個

五

百

円

で
購

入

で
き

る
。
五
種
類
あ
る
絵
は
が

き

（
一
枚
五
十
円
）
や
活

動
リ
ポ
ー
ト

（
四
百
円
）

も
販
売
。
売
り
上
げ
は
廃
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０
愛
岐
ト
ン
ネ
ル
群
が
公
開
さ
れ
た
昨
秋
の
様
子

０
特
別
公
開
で
販
売
さ
れ
る
汽
車
土
瓶
＝
い
ず
れ

も
愛
知
県
春
日
井
市
で

線
跡
を
買
い
取

っ
て
保
全

す
る
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス

ト
運
動
に
活
用
す
る
。

見
学
料
は
小
学
生
以
上

百
円

（
保
険

・
施
設
整
備

費
含
む
）
。
飲
料
水
、
懐

中
電
灯
、
運
動
靴
、
弁
当

な
ど
を
持
参
。
場
所
は
春

日
丼
市
玉
野
町
の
Ｊ
Ｒ
中

央
線
定
光
寺
駅
を
下
車
し

て
北
に
三
分
。
周
辺
に
駐

車
場
は
な
い
。
問
い
合
わ

せ
は
委
員
会
事
務
局
＝
電

０
８
０

（
９
４
９
２
）
５

４
５
８
１１

へ
。

（磯
部
旭
弘
）


